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ダンテ 『神曲』の絵画表現

藤田啓子

ダ ンテ の 『神 曲』 の なかで も 『地獄篇 』

第5歌 は,最 も好 まれ た物 語 の一 篇で あ り,

そ の絵画作 品 も数多 く制作 され た。 ここで

は,画 家 が この物語 を どの よ うに表現 した

か を物語 の叙述 と画家 の主題 選択,そ の独

創性 との観 点 か ら考 察す る もの であ る。

画家が 物語 を絵 画化す るに際 して最 大 の

制約 は主 題の選 択 で あろ う。 サ ラ ・シモ ン

ズ は,こ の第5歌 につ いて,多 くの画 家が

フ ラクスマ ンの 『神 曲』 素描 に基 づ く版 画,

〈罰 せ られ た恋 人 た ち〉 と 〈不 意 を襲 わ れ

た恋人 たち〉 か ら影響 され た,と 指摘 す る。

例 えば,ア ング ルの 〈パ オロ とフ ラ ンチ ェ

スカ〉 の主人公 たち のポ ーズ は,明 白 にフ

ラ クス マ ンの 〈不 意 を襲 われ た恋 人たち〉

のそれ と一致 す る。 しか し,細 部 は微 妙 な

相 違 を示 し,パ オ ロは,フ ラクス マ ンの そ

れ よ りも,は るか に情 熱 的で あ り,フ ラ ン

チ ェスカ は,恥 じら う,と い うよ りは,曖

昧 な表情 を浮 かべ てい る。 ここ に,ア ング

ルの独 自性 が示 されてい る と思 わ れ る。 情

熱 的 に接 吻 す るパ オロ に対 して,微 か な微

笑 みを浮 かべ た フラ ンチ ェス カ は,フ ラ ク

スマ ンの それ の よ うに,顔 を背 けて はい な

いが,格 別 に積 極 的な様 子 も示 さ ない。 た

だ,本 を手 か ら離 して い るのみで あ る。 し

か し,こ の状態 に よって,ア ングル は,彼

女 が恋 に酔 ってい る こ とを暗 示す る。

シ ェー フ ァー の 代 表 作 〈フ ラ ンチ ェ ス

カ ・ダ ・リ ミニ〉 は,フ ラクスマ ンの 〈罰

せ られ た恋人 た ち〉 か らの影 響が 明 瞭で あ

る。 しか し,フ ラ クス マ ンの線描 には認 め

難 い情 感 と官能性 が,主 人公 の表 情 とポ ー

ズ に表 出 して い る。パ オロ は,悲 しみ の表

情 を示 し,一 方 フ ランチ ェス カは,彼 に 身

を預 け て恍 惚 の表情 を浮 かべ てい る。彼 女

か ら も顔 を 背 け た パ オ ロ の ポ ー ズ は,

シ ェー フ ァーが,主 人公 た ち をア ングル と

もフ ラクスマ ンと も異 な る観 点か ら捉 え て

い た こ とを示 唆す る。彼 は,ア ング ルの よ

うにパ オ ロのみ を情熱 の虜 とも,フ ラ クス

マ ンの ようにパ オ ロとフ ラ ンチ ェス カ を共

に泣 き悲 しむ恋 人 たち,と して も描 か な

か った 。 フラ ンチ ェスカ は,死 して後 も未

だ現 世 での愛 に生 きてい るかの よ うに描 か

れ たか らで あ る。 従 って,地 獄 に あ って悔

恨 して い るの は,パ オ ロのみ と した こ とに,

シェ ー フ ァーの独 自の解釈 が認 め られ よ う。

フ ラ クスマ ン との関係 で 最 も興 味 深 いの

が,ウ ィ リア ム ・ブ レイクで あろ う。彼 は,

フ ラクスマ ンか ら影響 を受 けたば か りで な

く,そ の 『神 曲』 素描 に直 接影響 を与 えて

いる か らであ る。 しか も,彼 の 『神 曲』 連

作 は,前 者 か らの影響 を抜 け出て い る。特

に,第5歌 を主 題 とした 〈愛欲 の 圏 一 フラ

ンチ ェス カ ・ダ ・リ ミニ〉,通 称 〈恋人 た

ちの 旋風〉 は,彼 の 『神 曲』 連作 中最 も高

い完 成度 を示す と され る。 そ こで,こ の作

品か らブ レイクの独 自性 を探 るこ とにす る。

画 面 に は,ダ ンテの記 述 と異 な る描 写 が

存 在 す る。例 え ば,主 人公以 外 の人物 が,

ブ レイクの作 品で は判 別 出来な い こ とや ダ

ンテの記 述 と異 な り,ブ レイ クの作 品 の亡

者 た ちは 「泣 きわめ き,嘆 いて」 い るよ う
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には見 え ない こ と。 ダ ンテで は 「断崖」 と

しか記述 されて いな い場所 に,彼 は断崖 下

に,炎 が 赤 く輝 く水面 を描 い たこ と。 ダ ン

テ の記 述 に は存 在 しな い 円形 状 の物 体 が

ウ ェル ギ リウス の頭 上 に配 され てい る こ と

が特 記 される。 これ らの相 違点 を再検 討す

る ことに よ って,ブ レイ クが,こ の物 語 を

どの よ うに捉 えたの か を明 らかに したい 。

第一 の相 違点 につ いて は,ブ レイク に,

フ ラ ンチ ェス カにつ いて の表現 が認 め られ

ない ので,彼 は,主 人公 た ち を特別視 せ ず

に,地 獄 の第二 圏 に堕 ちた者 たち を代 表 す

るにす ぎない と見做 した,と 思わ れ る。 第

二 の相 違 点が最 もダ ンテ の記 述 と異 な り,

多 くの男 女が 渦巻 の流 れ に逆 らう ことな く

身 を任 せ てい る。 この なか で二つ の亡者 の

表現,逆 十字 型 と しか め っ面,に 注 目 した

い。 これ らの表現 につ い てク ロ ンス キー は,

亡者 た ちが未 だ に現 世 で の愛 欲 の世界 に留

まって い るこ との象徴,と 指 摘す る。 しか

し,亡 者 た ちの ポーズ か ら判断 して,ブ レ

イ クは,彼 らが 己の罪 を認 めて永 遠 の罰 を

甘受 してい る こ とを示 した と考 え る。 第三

の,炎 が輝 く水 面 に つ い て は,ク ロ ンス

キーの 「快 楽主義 と唯 物 主義」説 とバ イ ン

ドマ ンの 「時空 間の海 」 説が存在 す る。 ブ

レイ クに と って 「快楽 主 義 と唯物主義 」 は,

善 な る もの を意 味 しな いので,地 獄 に その

象徴 を描 出 した と も考 え られ るが,そ こか

ら分離 して,主 人公 た ち を巻 き込 んだ渦 巻

は一 体 何 を意 味 す る の で あ ろ うか。彼 は

『神 曲』 連 作 で,渦 巻 を この 作 品 と 〈ス

テ ユクス を渡 って くる天使〉 とに しか描 い

て いない 。 しか も,ダ ンテ はいず れの 挿話

において も渦 巻 とは述べ て い ない し,フ ラ

クスマ ンの版 画 に も見 出せ ない。従 って,

この 渦巻の 意 図 を探 る こ とに よって,水 面

の意 味 も判 明す る と思 われ る。 こ こで,こ

の二葉 の共 通点 が,愛 にあ る ことに注 目し

た い。す なわ ち,後 者 は,地 獄 の門 を開け

るべ く天上 か ら降 りた天使 を包 んでい るの

で,聖 なる愛 を象徴 し,前 者 は,真 の愛 に

至 らぬ愛,愛 欲 の象徴 として描 かれた と考

える。 しか も,ブ レイ ク は こう した愛欲 の

世界 に囚われ て いる主 人公 たち を,ダ ンテ

とは異 な り,救 済 され な けれ ばな らない,

と見倣 して いた 。 とい うの も,彼 らを包 む

渦 巻 は,上 昇 して,再 び戻 るこ とはない よ

う に描 かれ てい るか らで あ る。彼 らは,画

面 の外,地 獄 を旅 す る ダ ンテ の知 らぬ世界

へ,押 し出 されて ゆ くこ とにな る。

第 四の円形 状 の物体 とその 中の人物 につ

いて は,ほ とん どの研 究者 がパ オロ とフラ

ンチ ェス カの最初 の出会 い の場 面 を示 した

メ ダイ ヨ ンと見做 す 。 しか し,ブ レイ クは,

彼 らの過去 にで はな く,彼 らを含 めた第 二

圏 の者た ちの現 在 と未来 に 関心 を持 ってい

た と考 え られ る。従 って,円 形 状 の物体 と

そ の中の二 人 は,救 済 され たパ オロ とフ ラ

ンチ ェス カ に仮 託 され た地獄 の第 二圏 の恋

人 たち の未 来 に おけ る終 局 の姿 を,輝 け る

幻影 と して明 示 した,と 推定 され得 る。

この よ うに,ブ レイクの 〈恋 人た ちの旋

風〉 は,画 家 で あ る と共 に,詩 人,哲 学者,

思想 家 と しての 自らのイ メー ジ をダ ンテそ

の人 と対 峠す る ことに よって,初 め て生 ま

れた傑作 に他 な らない。

ふじた ・けいこ 文化女子大学

1991.11第33回 大会
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